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センター長の視点
平松幸三　ロンドン研究連絡センター長
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不都合な真実の追及 い。日本に比較しての相対的な私の印象で

あり、その淵源がこの作品に認められる。

ただ、日本も近年ずいぶんと変わってきた

ことは認めなければフェアではないだろ

うが。

　もう一点注意したいのは、テーバイにと

って王殺しの犯人を上げることは絶対的に

必要なことであった。オイディプース個人

にとっては不都合でも、血筋ではなく才能

を認められて後継した王としては先王殺し

の犯人探索の手は緩められない。何が不

都合であるかは、立場、見方によって左右

される。ある立場の者にとっては不都合な

真実が、別な立場の者には知らねばならぬ

真実であることは、往々にしてある。情報

を得た者は、開示の判断権限をもつわけだ

が、そこに自己や組織の「情」「意」を入れ

ると、情報操作に陥りかねないし、情報に

関しては特権の行使になる。情報開示度・

透明性が民主主義のバロメータのように

言われるのは、そのゆえである。

　「 情 」や「意 」で覆うと真 実は 曇 る。

2500年前にこの問題にひとつの答を示し

たソポクレースは、なんとも見事ではある

が、彼がデモクラシーの世界に生きたから

かもしれない、とも思う。

自害し、オイディプースは目を潰してテーバ

イを去る。

　ここで注目されるのは、真実が不都合で

あるかもしれないと疑っても、その追及を

疎かにしないオイディプースの姿で、そう

いった価値観―主知主義―が古代ギリシ

アで重きをなしていたことである。実際、イ

オカステーは犯人探査の過程で真実に気

づき、オイディプースに対し追及を止めるよ

う進言するが、彼はそれを聞き入れなかっ

た。不都合であろうと、真実は明らかに

されねばならぬ。古代ギリシア人たちが、

「知」を重視していた証左であろう。

　科学は本質的に主知主義であり、少なか

らぬ例外があるにせよ、社会的に不都合か

どうかを問わず真実を追及してきたし、そ

れゆえに科学は大方の信頼を勝ち取って

きた。またガリレオのように、社会的に不

都合な真実を明らかにしたために迫害を受

けた科学者も少なくない。主知主義こそ科

学の生命線であり、そのために科学者は人

生を賭けることもある。だが、オイディプー

スの悲劇にもみるように、主知主義がとき

に残酷であるのは、医科学的解明が、患者

にとって死の宣告に等しくなることがある

のを想起すれば十分だろう。

　「知」を「情」「意」に優先させるべきか

どうか、議論が残るだろうが、西洋社会に

おいては、真実の不都合さそのものより真

実を隠蔽するほうの罪が重い、という観

念の強いことをよく感じさせられる。西洋

社会では隠さない、と言っているのではな

　ソポクレース作『オイディプース王』は、

ギリシア悲劇の中でもとりわけ名高い。主

人公が「父を殺し、母を犯す」のは、男が抱

く無意識の願望「エディプス・コンプレック

ス」である、とフロイトが精神分析理論の

構築に用いたことも与って有名になったの

であろう。

　物語は大略こうである。テーバイの王

に王子が生まれたとき、「この子は父を殺

し、母との間に子をなす」という神託が下

された。ために王は子の殺害を命じるが、

預けられた者は殺さずに山に捨てる。成

人した王子オイディプースは、テーバイに

向う途上、道を譲れ、譲らぬ、で諍いとな

った相手、父王を殺めてしまう。テーバイ

ではその知恵が認められて王になり、先王

の妻イオカステーを産みの母とは知らず

に娶り、子をなす。神託の成就を阻もうと

した父王の試み虚しく、神託は成就された

のである。そうとは知らずに王となったオ

イディプースは、先王殺しの犯人の探索を

命じる。しかしその過程でさまざまな証拠

を吟味するうちに自らが王殺しの犯人か

もしれぬとの疑いを抱き始めるが、身の潔

白を確認するために追及を一層厳しくして

いく。周囲の者もそれに協力し、オイディ

プース＝犯人説を潰すために努力するのだ

が、それにもかかわらず、というよりその行

為を通して、神託の成就が紛う方なく確認

されることとなる。結果、イオカステーは

ソポクレース像	
©	Trustees	of	the	British	Museum
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「はじめまして！」新スタッフ座談会

－日本ではどんなお仕事をされていたん

ですか。

高橋　文部科学省で学術振興を担当して

いました。特に大型プロジェクトを進める

ための「ロードマップ」を作る仕事は印象

深いですね。日本初の仕組みづくりだっ

たので、米国や英国など海外の事例を研

究し、スタートからラストまでやりぬきまし

た。その時に調べていた英国に実際に身を

置くことになるとは思ってもいませんでした

けど…。

齋藤　僕は東京大学で「事務担当者検索

システム」を作りました。条件は自前でや

ること、つまり予算ゼロだったので、「はじ

めてのPERL」というような本を何冊も買っ

て、職場でも家でもずーっとプログラムを書

いていた時期がありました。寝ている間も

夢の中でプログラムを書いているような感

覚だったなぁ。たった2人でやり遂げたプロ

ジェクトでしたので、最初に動いたのを確

認したときは、本当に感動しましたよ。だけ

ど本当の試練は、利用のフェーズだったと

知るのはもうちょっと先でした（笑）。

松尾　九州大学の病院で採用されましてそ

の１年半後にJSPS東京本部でアジアの多

国間交流を担当していました。まだ就職し

て間もないので自分をかけて打ち込める仕

事とはなにかを模索しているところです。

加賀　松尾くん、まじめやん。私は大阪大

学で約300人のTA（ティーチング・アシス

タント）の人事の仕事をしていました。ま

た、JSPS東京本部では二国間交流事業を

担当していました。プレゼンの機会も頂い

てとてもやりがいがありました。

－JSPS Londonでのお仕事を教えてくだ

さい。

高橋　英国の学術・高等教育情報の収集

JSPS Londonは7人のスタッフのうち毎年3人以上が異動するのが常のユニークなオ

フィスだ。それに加え、異なる組織から派遣される烏合の衆。そんなスタッフ達を惹き

つけ、そして日本の学術振興というミッション遂行へと駆り立てるロンドンセンターの

魅力について聞いた。



4

を行っています。日本ではラインでの仕事

が多かったですが、ここではアドバイザーと

してピンでやっています。自分で決められ

る自由度が高い分、受動的な仕事を効率的

にこなす他に、自ら積極的に動いていける

ように地盤作りをしているところです。

齋藤　副センター長としてオフィスの管理

から人事労務、経理、財務、国際・研究交

流、広報など全体をみています。これらの仕

事は過去の経験を活かしてできますが、チ

ャレンジングなのはレセプションなどでの

交流ですね。英語もわからないし、場慣れ

していないということもありますが、JSPS 

London副センター長としてどのように立

ち振る舞ってよいのか。任期中にどれくらい

できるにようになるか、自分でも楽しみです

し、せっかくのチャンスなので、できるよう

になるまでロンドンで仕事させてもらえた

ら嬉しいです（笑）。

松尾　財務・経理・施設・ITを担当してい

ます。イギリスの電球の取り替え方とかはメ

ッチャうまくなりましたよ。日本では経理の

仕事は経験がないので毎日断続的にストレ

スを受けています。ある会社の請求書で実

際の金額より安かったことがあります。こち

らの経理では請求書と支払い金額が同額

じゃないといけないので、正しい高い金額

に訂正してくれとお願いしたら、クレイジー

と内心思われていたと思います。英国では

筋が通っていればOKなんです。また仕事の

やりとりも日本と違います。日本ではメール

を使いますが、電話が主流です。こっちでは

メールやFAXを2、3回送ってもまず返事が

ないですね。ですから勇気を出して電話を

しないといけないんです。いつか英語でミ

スしちゃいそうですよ（笑）。

加賀　松尾くん、ヘマせんようにな。私は

庶務と広報を担当しています。先日ヨーク

大学で自分の研究課題のインタビューを受

けて頂いた方がとても親切でした。こちら

ではコネクションを非常に大事にしている

んだと思います。メールやFAXの機械的な

コミュニケーションだけでは、新しいコネ

クションを作るのは難しいですよね。

－英語は上達しましたか。

高橋　全然ダメっすね。ただ外国人にビビ

らなくなりましたよ。「俺は外国人だからわ

からない」といえるようになったことが大き

な前進です。

加賀　開き直った大人は怖いですね（笑）。

高橋さんが英語で堂々と電話されていたの

を今朝見かけましたよ。私はオフィスの電

話をとることが多いですが、最近はあまり

英語では困らなくなりました。わからんかっ

たら聞き返せばいいですし。な、松尾くん。

松尾　僕はむしろ後退したような気がしま

す。赴任当初の銀行口座開設のときに窓口

でテンパってしまって「Calm down」と銀

行員に慰められたことがあります。なるべく

何を言おうか事前に考えて話すようにして

いるんですが、最近慣れてきたのか、何も

考えずにいったりすると結局、頭が真っ白

になって以前より話せなくなってきてますね

（笑）。

齋藤　松尾くんと席が隣ですが、電話で悪

戦苦闘しながらもきっちりと経理の書類を

添付してくるのは、たいしたものですよ。書

類不備で差し戻したときの松尾くんの表情

はまるでムンクの叫びそのものでした。僕

齋藤　智　Tomo SAITO〈副センター長〉
北海道出身、35歳、常に花粉症。ジョギングで「ビールと健康の両
立」を目指すも34歳あたりから徐々にバランスが崩れ70kgの大
台に突入。7月に英国で第一子出産、育MENへの変身に挑戦中。
1999年に東京大学へ就職。2004年から2年間青年海外協力隊と
してジャマイカへ派遣。その後、東京大学工学部、渉外本部を経て、
本年4月より現職。

JSPS London | VOL 29 | APR - JUN 2011
松尾　勇太　Yuta MATSUO〈国際協力員〉
長崎県出身、27歳冷え性。暖房設備が脆弱なフラットでロンドンの
冬を迎えることに、今から不安を感じる毎日。2008年九州大学へ
就職。病院で2年間の勤務を経た後、JSPS国際学術交流業務研修
に参加。センターではボケ担当。オートロックの自宅から放り出され
ため、バスルームの小窓から侵入するところを、危うく通報されそう
に。海外生活での歯痛をリステリンによって見事克服。夏のロックフ
ェスに向けアフター５はCamden Townに通う。
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は最近耳が慣れてきた気がします。カカシ

先生の写輪眼を使ってネイティブが使って

いる言い回しをコピーさせてもらってます

よ。聞き取れなかった単語が聞き取れるよ

うになるのは本当に嬉しいことで、それを自

分で使ってみるように努力しています。僕が

どこで英語を覚えているかトークでばれち

ゃいそうですね（笑）。

－今後の抱負を聞かせてください。

高橋　日本人は年齢よりも若く見られがち

で、僕なんかは飲み屋では必ず「IDを見せ

ろ」と言われます。まずは本場のダンディズ

ムを身につけなきゃと思っています（笑）。

ロンドンは世界の中心。こんなステージで

仕事ができるなんて幸せです。いつ頃に十

分な語学力と積極性をもってやっていける

ようになるのか不安ですが、英国の関係機

関と協働で「何か」大きな仕事をやってみ

たいと思っています。

齋藤　2004年に青年海外協力隊でジャマ

イカに２年行っていたんです。すごくよい経

験でしたがもっと英語が上達したかったの

で、いつか先進国で仕事がしたいと思って

いました。ここでしかできない経験ができ

る毎日です。チャレンジをしない理由はな

いように思います。

松尾　赴任早々腹痛に悩まされました。ネ

ットで調べると癌やもっと重い病気の症例

があってとても不安な時期でした。僕は枕

が違っては眠れない、水が違ってはお腹の

調子が悪くなる虚弱体質なのかとがっかり

しましたよ。結果的になんでもなかったん

ですが。結局あの銀行のカードは届かなか

ったんです。それで電話して取りに行って

やっとの思いでGETした後に気づいたの

が、カードは日本の実家に送られていたん

です。この国はいったいどうなっているんだ

と思いましたよ。オイスターカード1もそうで

す。これさえ手に入れればロンドン市内は

自由自在ですよ。だけどいったんその機能

を失ったらとんでもないです。お金はある

のに深夜のロンドン中心でバスにも乗せて

もらえず彷徨ったことがあります。郷に入ら

ば郷に従えといいますが、その国のルール

を理解すること、それがこの国で生き延び

る術なんだと学びました。

加賀　私はJSPS東京本部に在籍したとき

に二国間交流事業を担当していました。こ

ちらに来てわかったことはMoUを結んで

いない関係機関とも強いコネクションがあ

るということです。そのような機関と将来

MoUを締結するお手伝いなどができたら

いいなと思っています。松尾くんもがんばり

やー。

話は尽きないですね。続きはThe Bree 

Louise2 でやりましょう。Cheers!
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加賀　涼子　Ryoko KAGA〈国際協力員〉
福井県出身。ウェールズとピアノをこよなく愛する27歳。先月、人生
2度目の麻疹を発症し、滞在2カ月目にして現地にて入院。おかげ
で、大好きなビールも当分自粛を余儀なくされる。2006年大阪大学
に就職。4年間の人事業務を経て、憧れの国際交流業務への転向を
決意。2010年よりJSPS国際学術交流業務研修に参加。1年間の東
京勤務の後、本年4月より現職。

高橋　亮　Ryo TAKAHASHI〈アドバイザー〉
秋田県出身、32歳の健全な草食系男子。結婚2年目。愛車のハーレ
ー・デイビッドソンにまたがり、バーテンダーとして青春時代を横浜
で過ごした後、2003年に文部科学省入省。研究振興や高等教育に
関する業務を経て、本年4月より現職。苦手な英語を駆使して、英国
の複雑な高等教育や学術研究と格闘する毎日。酒は飲むのも飲まれ
るのも大好き。好きな言葉は「千鳥足」。

1  オイスターカード：日本でのSUICA、ICOCAのよう
な交通系ICカード

2  The Bree Louise：2009年 Pub of the Year を受
賞した当オフィス近くにあるパブ。
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　2011年6月27日～29日、University 

of York において JSPS York-Tohoku Re-

search Symposium on “Magnetic Mate-

rials and Spintronics” （コーディネーター：

Dr. Atsufumi Hirohata）が開催された。当シ

ンポジウムは、ロンドンセンターが実施す

る日英シンポジウム開催スキーム（Sympo-

sium Scheme for Japanese researchers 

based in the UK）で採択されたものであ

る。当シンポジウムには、York、東北両大学

をはじめ、日英独におけるMagnetic Ma-

terial分野から総勢133名の研究者が参加

した。ロンドンセンターからは、平松センタ

ー長他3名が出席した。

　1日目は、Professor Brian Cantor, Vice-

Chancellor of University of York、植木俊

哉東北大学理事、平松センター長の開会挨

拶に始まり、午前から午後にわたって2回

のResearch seminar sessionが行われ

た。各セッションでは、Magnetics Materi-

als and their applications 及び Magnetic 

patterned structuresの研究内容につい

て、各スピーカーから発表があった。夕方

には、東北大学の大野英男教授の特別講

演 ” Spintronics meets semiconductor 

integrated circuits” が催された。当講演

は、University of York で実施する、Cantor 

Nanoscience Lecture の一環として行わ

れたものである。Cantor Nanoscience 

Lectureには、毎回当該分野のトップクラス

の研究者が招かれているとのことで、昨年

は、ノーベル化学賞受賞者Sir Harry Kroto 

が講演者であった。大野教授は講演の中

で、スピントロニクスデバイスに関する最新

の動向に触れ、特にトンネル磁気接合の機

能に関しての研究内容を紹介された。講演

終了後の質疑応答では、会場を交えて活発

な意見交換が行われた。

　2日目は、初日に続き、Research seminar 

sessionがあり、Half-metallic ferromagnets 

and spin memories及びSpin-current de-

vicesの両分野における発表が行われた。

午後には、Research promotion sessionが

設けられ、JSPS、Engineering  and Physi-

cal Sciences Research Council(EPSRC)、

科学技術振興機構（JST）の3つの学術振興

Recent Activities

University of York シンポジウム【1/2】
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機関から、日英の研究者を対象とする助成

プログラムについて説明があった。ロンド

ンセンターからは齋藤副センター長より、

JSPSの概要及び国際交流プログラムにつ

いて、個人・グループ・機関の交流単位ごと

に段階を追ってプログラムを設けているこ

となどについて紹介した。

　また、シンポジウム2日目になると、参加

者同士が徐々に打ち解けあい、コーヒーブ

レークやレセプションの時には、ポスター

の前で研究内容を語り合うなど、今後のコ

ラボレーションについての会話が交わさ

れていた。JSPSの一員として、研究者同士

のネットワークが形成される場を間近で見

られ、また、研究者から直接話を聞くこと

ができたのは、非常に嬉しいことである。

今後もこのような交流を続けられるよう

に、貢献していきたい。

　最終日は、Research seminar 

sessionでSurface and inter-

facial magnetismにおける発

表が行われ、東北大学側のコー

ディネーターである東北大学の

高梨弘毅教授の閉会挨拶によ

り、シンポジウムは幕を閉じた。

また、終了後にはUniversity of 

York 内の3つの研究室を訪問す

る機会が設けられ、多くの研究

者が最後まで興味深く参加して

いた。

日本からの招待講演者とRon	Cooke	Hubにて

大野英男教授による特別講演
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「日英シンポジウム開催スキーム」とは？

　ロンドンセンターが、日本の学術研究

のプレゼンス向上、日英共同研究促進、

日本の大学の国際化支援を目的として、

2010年度より立ち上げた事業。採択実

績は、2010、2011年度ともに各3件。

今年度は、本シンポジウムのほかCardiff 

University “The Cornea and Tissue 

Engineering” （2011年8月18～19日

開催、コーディネーター： Professor An-

drew Quantock）、Cancer Research UK 

“Interdiscipl inary Approach to 

Senescence Study” （2012年2月10～

11日開催、コーディネーター： Dr. Ma-

sashi Nar i ta）の2件が開催される予定

である。

※詳しい支援内容等は、19ページに掲載。

(加賀)

University of York シンポジウム 【2/2】

ポスターセッションの様子

　えっ？と思いませんか？パブにDiv is ion bel lが

ある な んて。D i v i s i on b e l lとは、英 国 議 会で

採 決 (Div is ion) 前に鳴らされるベルのことで、こ

れが鳴ると8分後に議場の扉が閉ざされます。それ

が 議 事堂 外 のパ ブにつけられている ので す。ビッ

グベンを眺 めながら同僚と議論している議員さん

は、ベルを聞くとグ ラスを 置 いて 議 場 に 走 る とい

う次 第 。「パブ」は日本語にすると「居酒屋」でしょ

うが、その機能を私なりにあげると他に「喫茶店」

パブのDivision bel l

平松幸三の

ご存じですか？
「食堂」「旅館」「集会場」「公民館」「風呂屋」「遊び場」「芸

能会場」などなど多彩です。Div is ion be l lがパブ

にまでつけられている事実が 端的に示しているよ

うに、パブは集う空間、人に会う場で、たしかにア

ルコール は口にします が、それ は 酔うた めでは な

く、交際をスムースにするための潤滑油と言えるで

しょう。国会開会中にビールと言っても、この国は

飲 酒に甘いわけではありません。飲みすぎ て醜態

をさらすと、間違いなく厳しい評価が下されます。
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2代目副センター長として

　英国に進出したばかりのJSPSの知名度

を上げるため、いろんなレセプションに出

かけワイン一杯ひっかけて（笑）、人の輪に

飛び込んでいって名刺交換をした。

　思い出深いのは、日本ではお目にかかる

ことができないような著名な研究者と仕事

をご一緒出来たことで、特にケンブリッジ

大学で行ったシンポジウムには、Sir Ha-

rold Kroto (1996 Nobel Prize) や野依

良治先生にもご出席いただけた。Sir Ha-

roldは、アメリカでの用務終了後、シンポ

ジウム当日の朝到着便で来英というハード

スケジュールで大変光栄であった。また、空

港まで野依先生を自分の運転でお送りした

道中は緊張した。

　小さいとはいえ一つのオフィスを切り盛り

する責任と当時１ポンド240円という環境

で、事務所の会計業務も大変だった。

よかったこと

　一番よかったことはロンドンで奥さんと

出会えたことですかね（笑）。

－現在のお仕事について教えてください。

日本が「住む・働く・勉強する」魅力ある国

であること

　在英日本大使館で教育・スポーツを担当

している。JETプログラム、国費留学生が

教育担当として主なものだが、特に東日本

大震災後、日本が「住む・働く・勉強する」

－赴任当時を振り返って、よかったこと、

大変だったことを教えてください。

自分が小さく感じた

　ロンドンセンター赴任の内示は突然だっ

た。海外赴任に特に強い希望があったわけ

ではない。でも今ここにいるのは間違いなく

あの赴任があったからだ。今でも鮮明に覚

えているのが、外国人登録のために行った

役所の待合室だ。あの雰囲気に圧倒され、

自分が小さく感じた。マイノリティの中のマ

イノリティなんだ、そしてその瞬間「（海外

赴任生活が）はじまったな」と思った。

魅力ある国であることを、いかに英国内に

アピールしていくかということが現在の課

題。スポーツ担当としては来年のロンドン

オリンピック対応。日本から英国に来られ

る要人対応や、観光客の安全確保、選手の

応援、など。どれぐらいの仕事になるか、想

像がつかない。やりがいのある仕事ではあ

るが、期待と不安が入り混じった感じだ。

－先輩からロンドンセンターの果たすべ

き役割と応援メッセージをお願いします。

ロンドンセンターの果たすべき役割

　「外特の選考を任せてほしい」「センター

独自の事業を持たせてほしい」という2つの

ことは、本部にリクエストしていた。今は実

現していると聞く。これらのことは、大事に

していったらいい。また、当時は同窓会のよ

うな組織は重要だと思っていたが、なかっ

たので、Pub貸切でレセプションをしたこ

とがある。同窓会のサポートは重要。

　現在の職務を通じて感じることは、日本

の影が薄い、日本はもはや「黙っていても一

目置かれる存在」ではなくなっているので

は。英国にとって重要なカウンターパートで

あり続けるために、自らアピールしなければ

ならない。

先輩からひとこと

　ロンドンには芸術でも、食事でも、世界

中からいろいろなものが集まっているので、

ぜひ楽しんでください。

在英大使館
　	松永氏に聞く

【略歴】
松永　賢誕

（まつなが　さとのぶ）
1994年文部省学際局。
1997年JSPS London副
センター 長 。以 後 、文 科
省初中局、振興局を経て、
2009年より在英日本国
大使館勤務。

　伝えるべきものは形あるものだけではありません。獲得した知識や経験、そして思
いもまた次の世代に伝えてゆかなければならないものです。先輩たちへのインタビュ
ーを通して、ロンドンセンターの過去・現在・未来へと続く「絆」を手繰り寄せます。
　記念すべき第一回に2代目副センター長、現・在英日本大使館参事官松永賢誕氏
にお越しいただきました。      　　　　 　　聞き手　齋藤（副センター長）、加賀（国際協力員）

JSPS London - Interview



　2011年5月31～6月1日、JSPS東京本

部より小野理事長・角田総務部長・関戸研

究協力第一課係員の3名が当オフィスを訪

問した。ロンドン滞在中には、医学研究支援

団体であるWellcome Trustへの訪問の他、

Dr. Kingsbury UK-JSPS同窓会長との昼食

会を行った。

　ロンドンセンター訪問の際には、英国学

術振興機関の各研究分野におけるインパク

ト重視の中期目標・予算編成の動向につい

て協議するとともに、英国大学における授

業料値上げ、国内の物価上昇、 VISA制度の

変更、来年のロンドンオリンピック開催に

伴う影響に関する話題が挙がった。

　ロンドンセンターから徒歩数分に位置す

るWellcome Trustでは、団体の活動内容

及び一般向けに無償公開している「ウェル

カム・コレクション」についての説明を受

けた。

　Dr.Kingsbury同窓会長との昼食会の際

には、特に同窓会員を対象とする事業であ

るFURUSATO AwardやBRIDGE Pro-

grammeについて、平松センター長も交え

て意見交換が行われた。なお、FURUSATO 

Awardはロンドンセンターが独自に行って

いる事業であり、サマープログラムから外

国人特別研究員へステップアップするた

め、またはBRIDGEと同様に、フェローが外

国人特別研究員や外国人招へい研究者事

業の終了後に再来日する際に、さらなる共

同研究を模索するためのプログラムとして

も利用されている。　　　　　　　

Wellcome Trustとは？

　今年で設立75周年を迎えるWellcome 

Trust。アメリカ生まれの製薬実業家Sir 

Henry Wellcomeによって1936年に設

立され、現在約500名のスタッフを抱える

同団体は、「卓越した若手研究者の支援」「

応用研究の促進」「歴史的・文化的背景にお

ける医学の探求」という3つの大きな目的

のもと活動を行っている。生物医学研究へ

の資金助成は毎年6億ポンド※にも及び、

ヒトゲノムの解読や抗マラリア剤アーテミ

シニンの開発、精神疾患に対する認知療法

の開拓などに役立てられてきた。また、生物

医学研究、科学技術移転、国際医療、医学史

研究等に対するファンディングスキームと

して、研究費補助金やフェローシップ、院生

・学部生向けプログラムの他、研究者雇用

などへの助成を行う。なお、施設内にある

ギャラリーや図書館は無料で開放されてお

り、社会において生物医学研究に対する科

学的理解を深めることも重要な使命と位置

づけて活動を行っている。

　※ 約780億円（1ポンド=130円換算）。JSPS平成
23年度科研費予算2,264億円

（松尾）
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小野理事長　ロンドンセンター来訪

小野理事長、ロンドンセンター職員と

ウェルカムコレクションの説明を受ける小野理事長		Wellcome	Trustにて



　Fish and chipsにはどんな魚が使用さ

れているのかご存知でしょうか？最もポ

ピュラーで一般的なのが、cod（タラ）です。

codよりも一回り小さなhaddock （ハド

ック）も人気で、店によってはplaice（カレ

イ）が使われることもあります。

北海に生息するcodが激減

　現在、英国市場における20%近くの魚

がFish and chips店で販売され、年間3億

食が消費されていると言われます1。しかし

ながら、Fish and chipsで使用されるcod 

のうち、英国内で水揚げされたものはわず

か5%のみ。残りの大部分は他国からの輸

入に頼っているのが現状です。19世紀末、

eration of Fish Friers（以下、 NFFF）には

およそ8,500ものNFFF会員店が存在し、

Fish and chipsの普及と質保全を目的に、

プロモーション活動及び会員向けの情報

提供を行っています。 NFFF独自のFish and 

chipsトレーニングプログラムも設けられ、

美味しいFish and chipsの作り方講座の

他、 産業の歴史やマーケティング、 VAT7に

ついての講義も行います。NFFF発行の機関

誌 “The Fish Friers Review”2011年5月

号を読むと、夏場に向けた店内冷蔵設備と

ハエ対策が紹介されるほか、フライレンジ

新製品の案内や店舗不動産売買情報が掲

載されており、会員にとってはかなり実用性

に富んだ内容となっています。

　NFFFの活動は多岐に及び、 No.1のFish 

and chips店を決める “The National Fish 

& Chip Awards”や若手登竜門“Young 

Fish Frier of the Year”が催されるなど、

Fish and chipsの発展に寄与しています。

（松尾）
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知っているようで知られていない「Fish and chips」A to Z

底引き網漁の技術革新と冷凍設

備の発達によって北海で獲れる

codが安価で入手できるように

なると、Fish and chipsは労働

者階級の日常食として急速に広

まっていきました。第二次世界

大戦下では、家庭向けの魚が

配 給 制 限され た 影 響でF i s h 

and ch i p s店に多くの人が

詰 めか けました 2。そ の 後 も

国民の間で高い人気を維持し

てきましたが、19 9 0 年代に

入ると北海に生息するcodが

激 減 。I C E S 3の 調 査 で は 、

1965年～1985年にかけて

年間平均25万㌧だった漁獲量

が、2000年には4万㌧台にまで

落ち込んでいます。その最たる要因として

挙げられるのが無秩序な乱獲です。この

危機に対応すべく、欧州委員会は2002年

の共通漁業改革の一環として “Cod Re-

covery Plan”4 を策定し、2004年より北

海及びその周辺海域における資源の安定

化に向けた取り組みをEU各国で行ってい

ます。

Fish and chips は金曜日に食べる？！

　英国料理を代表するFish and chips。そ

の歴史は意外と浅く、1860年にJoseph 

Malinがロンドンに開いた店が最初だと言

われています。Fish and chipsの起源は

分かっていませんが、fried fishに言及した

初めての出版物は文豪チャールズ・ディケ

ンズの「オリバー・ツイスト（1837年）」で

あるとされています5 6。

　一日のうちでも夕食時に食されることが

一般的だったFish and chipsですが、今で

も店舗における販売数の80％は夕食時間

帯に集中しています。また時間帯だけでな

く、伝統的に決まった曜日に食べられてき

ました。それが金曜日です。カトリック教に

おいて、四旬節中には食事の節制を行う慣

習があり、特に受難日である金曜日には肉

食を慎む代わりに魚を食べることは、Fish 

and chipsを食べる時にも引き継がれてい

ったようです。また保存がきくため、土日

に買い込んだ食材を調理して翌週の金曜

日に食べることができるためであるとも言

われています。

今後の発展のカギを握るNFFF

　今や世界中から認知されているFish and 

chipsですが、その組合たるNational Fed-

1 Seafishウェブサイトより。Seafish ： 英国水産業の持続的発展を支援する漁業組合 http://www.seafish.org/
2  Resources for Learning in Scotland (RLS) ウェブサイト掲載Fishing News記事（Pathfinder Pack 
on World War II:Rationing）より。RLS:スコットランドの社会・文化・産業的遺産に関するデータソース。
http://www.rls.org.uk/database/record.php?usi=000-000-001-467-L

3  The International Council for the Exploration of the Sea（国際海洋探査委員会）。北大西洋に生息する海洋
資源やエコシステム、海洋環境に関する研究の支援・促進を行う。http://www.ices.dk/aboutus/aboutus.asp

4  cod漁獲量回復に向けた初の長期プラン。北海の他、アイリッシュ海やスコットランド近海、デンマーク・ノ
ルウェーに囲まれた海域も含まれる。http://europa.eu/index_en.htm

5  NFFFウェブサイト’Fish & Chips - A History’より。http://www.federationoffishfriers.co.uk/pages/fish---
chips---a-history-80.htm

6  Guardian online, 評論家Jay Raynerへのインタビュー記事, 19 January 2003
  http://www.guardian.co.uk/lifeandstyle/2003/jan/19/foodanddrink.restaurants
7  ValueAddedTax（付加価値税）。物品および役務の公的または私的な消費に対し課税される。英国での 
VATは現在20％。NFFFではVAT課税0％に向けた取り組みが行われている。

英国の国民食Fish	and	chips



　2011年5月20日、JSPSフェローシップ

事業により渡日予定のフェローを対象とし

た、Pre-Departure SeminarがJSPS Lon-

donで行われた。ここで言うJSPSフェロー

シップ事業とは、サマープログラム、外国

人特別研究員及び外国人招へい研究者の

3事業を指し、当セミナーではフェローに対

して、渡航前に日本での研究・日常生活に

関する情報提供を行い、派遣に際しての不

安をできるだけ少なくすることを目的とし

ている。ロンドンセンターでは毎回多数の

フェローが参加しており、今回も34名（対

象者48名）が足を運んだ。

　当セミナーは平松センター長の開会挨拶

に始まり、続いて、参加者全員が順番に自

己紹介を行い、お互いの研究分野など情報

をシェアすることにより、フェロー同士の関

係づくりを行いやすくした。最初のプレゼ

ンテーションとして、JSPSから、本会概要

及び各フェローシップ事業概要、JSPS東京

本部の東日本大震災における対応について

の説明を行った。次に、JSPSの対応機関で

ある、Royal SocietyとEPSRCから、日本

との交流事業について説明があった。その

後、2名の同窓会員から、在日中の経験に

ついて話があり、日英間の研究室の文化の

違いや、日本独自のエチケットや銀行、公

共交通機関、生活用品など実用面でのアド

バイスがあった。質疑応答セッションでは、

3月11日の地震の影響について質問を受

け、被災地の情報に加えて、VISA取得や滞

在費の支給などJSPSの具体的な対応につ

いてできる限りの情報を提供した。

　セミナー終了後には、フェローと同窓

会員間のネットワーク作りを目的とした

Alumni Eveningが行われた。Kingsbury同

窓会長は開会挨拶の中で、同窓会員が対

象となるBRIDGE ProgrammeやFURU-

SATO Awardなどの再招へい事業や日英シ

ンポジウム開催スキームの今後の展開に触

れた。Alumni Eveningではお寿司などの

和食が提供され、参加者は日本の味を楽し

みつつ、他の参加者との会話を弾ませてお

り、終始和やかな会となった。

（Watson）

セミナー参加者からのコメント

Ms.	Yuya	Lin	(Oxford	University),
JSPS	Short	Term	Postdoctoral	Fellow

　JSPSだけでなくRoyal SocietyとEPSRCからも
助成制度の話を聞けたのは、学術研究の道に進もう
と考えている人にとって大きな助けになります。ま
た、過去の派遣者の話も大変参考になり、滞日中に
何ができるか、渡日前に何をすべきかについての情
報を得ることができました。最後の質疑応答で、東
日本で発生した地震、津波に関する状況説明があっ
たのはよかったです。Alumni Eveningでは、他のフ
ェロー及び同窓会員と知り合え、お互いの連絡先を
交換する機会が得られたことは、滞在準備の際に
相談したりできるのでとても役立ちます。素晴らし
いイベントをありがとうございました。

Dr.	Felicity	James	(Leicester	University),
JSPS	Invitation	Fellow	

　とても励みになるイベントでした。中でも全員に自
己紹介をさせるのは、お互いを知ることができ、情
報交換の際にも役立つのでいいアイデアだと思いま
す。また、2名の若手ポスドクからの報告は、日本で
の研究及び社会生活に関する実用的なアドバイスを
得ることができ、特に日英の研究室の文化や研究方
法の違いについてのフィードバックが面白かったで
す。同窓会が行う支援制度は知りませんでしたが、
同窓会員に直接会って、将来申請できる事業や、滞
日中に始まったコラボレーションを継続させる方法
について語り合えたのは、とても有益でした。この
ような場を設けていただき本当に感謝しています。

Pre-Departure	Seminar	and	Alumni	Evening
http://www.jsps.org/event/11_0520.html
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セミナー参加者とロンドンセンターにて

Kingsbury同窓会長による開会挨拶



　6月1日、JSPS外国人特別研究員（欧米短

期）の2011年度第2回募集を締め切った。

今回の募集は、2011年11月1日～2012年

3月31日の間に来日する研究者が対象であ

り、全体で28名の応募があった。これは、

例年と同水準の申請数である。東日本大震

災直後に行った募集であったにもかかわら

ず、震災の影響がさほどなかったことは、

JSPSとして非常に喜ばしいことである。

　申請者の内訳を見てみると、まず所属機

関別では、特にUniversity College Lon-

don、Oxford University、University of 

York、University of Nottinghamからの申

請者が多い。中でも、University of York、

University of Nottingham はともに、昨

年秋にJSPS事業説明会を行った大学であ

る。日本での受入機関では、東北から近畿

地方の各大学に散らばっており、大学以外

では理化学研究所や物質・材料研究機構

を希望する申請者も見られた。

　研究分野別には、自然科学系から23件、

人文・社会科学系から5件、それぞれ申請が

あった。自然科学分野では応用数理と物理

学分野が多くを占め、他に薬理学、地質学

などの分野からの応募があった。また、人

文・社会科学分野では、日本学、考古学、人

類学、教育学の分野から申請が集まった。

　JSPS Londonでは、英国の機関に籍を

置くEU諸国、スイス、ノルウェー及び北米

出身の研究者の申請を受け付けている。

　申請者の国籍別では、英国のほか、アメ

リカ、ドイツ、アイルランド、イタリア、スイ

ス、スペイン、ベルギー、ギリシャの各国出

身者から応募があった。なお当オフィスで

は、研究者の所属機関が英国にある場合、

EU諸国及びスイス、ノルウェー、北米諸国

出身者からの申請も受け付けている。

　自然科学系はEPSRC等のResearch 

Counc i l、人文・社会科学系はBr i t i sh 

Academyからそれぞれ紹介を受けた審査

員及び在英日本人研究者による書面審査

を行ったのち、当センターにおいて審査会

を行う。その結果を受けて、JSPS東京本部

への推薦者を決定する。

外国人特別研究員事業とは？

　本事業は、期間別に一般・欧米短期・サ

マープログラムの3つに区分されており、今

回募集した欧米短期は、1～12カ月間の範

囲で来日する外国人研究者に、日本への渡

航費・滞在費等を支援するというものであ

る。JSPS Londonでは、年2回（6月1日及

び12月1日締切）募集を行っているが、当

募集による枠とは別に、JSPS東京本部に

直接申請する募集もある（年6回）。

（加賀）

JSPS	外国人特別研究員事業
http://www.jsps.go.jp/j-fellow/index.html	
http://www.jsps.org/funding/programme.html	
(JSPS	London	ウェブサイト)

1112

Recent Activities

外国人特別研究員（欧米短期）　2011年度第2回募集締め切る

JSPS London | VOL 29 | APR - JUN 2011

渡日前オリエンテーションの様子

採用時に配布される
「来日外国人研究者のための生活ガイドブック」



13

ウィリアム王子は、結婚前父の称号（Prince of Wales）から Prince William of Wales と 
呼ばれていた。それをモジって Royal Wedding 記念として作られたエール。 
プリンスオブウェールズ、プリンスオブエールズ……。イギリス人もこういう駄洒落好きなんですね。 
ちなみに結婚後公位を得、Prince William, Duke of Cambridge と称するようになった。

“Prince of Ales”   by Tomo SAITO
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　2011 年 3 月 11 日、この日東日本で発

生した地震、そして津波は地球全体を震撼

させた。発生後ほどなく、世界中のメディ

アが津波などの映像を大々的に報道。英国

内でも同様に、BBC をはじめ連日トップ

ニュースとしてその惨状が伝えられた。

　東日本大震災の支援を掲げたチャリティ

イベントや専門家を集めたシンポジウム、

フォーラムなどの各種イベントが英国内の

随所で開催されてきた。また、大学等の機関・

団体においては、被災した研究者・学生に

向けた支援を打ち出したところもある。そ

のうち、筆者が参加したイベント及び JSPS 

London にて把握している大学・研究機関

等による支援の情報を、以下で紹介する。

各種イベント

“�Countermeasures�for�the�Great�East�

Japan�Earthquake”�

（於 JETRO�London）

　4 月 21 日に開催されたイベントで、震

災の被害や経済的損害、福島原子力発電

所の危機等による日本に対する過度な不

安を払拭するため、JETRO London と在

英日本国大使館が共催で情報提供の場を

設けたもの。同発電所の事故と破損の状

況や主要都市における放射能レベル、食

料品及び水道水の供給、日本の港・空港

の安全状況などが説明された。日本への

渡航やビジネスの安全性を呼びかける内

容であった。

“�After�the�Shock:�Prospects�for�

Re�covery�and�Reconstruction�in�

Post-quake�Japan”（於 SOAS）

　5 月 16 日に開催されたイベント。震災

後の復興への見通しをテーマとして、英

国の機関・団体等から招かれた異なる分

野の専門家 4 名をパネリストとして囲み、

ディスカッションが行われた。当日は、会

場も交えて、原発問題やその地域に住ん

でいる人々のケア、ボランティアの実施

についてなど、多岐にわたる意見が交わ

された。

大学・研究機関等による支援情報

University�of�Edinburgh

　東北・北関東・北海道の各地方に 3 年以

上居住している者を対象とする、“Edinburgh 

Global Japan Earthquake 2011 Masters 

Scholarships”というプログラムを提供。

マスターコースにフルタイムで在学できる

ことが条件で、採用枠は 6、採択者には

£10,000 を 支 給 す る。 期 間 は 1 年 間。

2011 - 2012 年度の募集は既に終了。

Edinburgh Global Japan Earthquake 2011 Masters 
Scholarships:
http://www.ed.ac.uk/schools-departments/student-
funding/postgraduate/international/region/japan

University�of�Warwick

　ウェブサイト上に、どこに相談したらい

いか、状況別にその部署と連絡先が細かく

記されている。また、学生・教職員の氏名

入りの安否確認や学内のチャリティイベン

ト情報も掲載。

　また、震災の影響で日々の研究に支障が

生じている日本人研究者を対象としたス

キーム“Summer of Support for Japanese 

Researchers”を立ち上げている。本スキー

ムは、University of Warwick 所属の研究者

から推薦された者が、7 月～ 9 月の間で 8

週間を上限として研究滞在を行えるという

もの。採用枠は、フルタイムの研究者が 6

つ、PhD 学生及びポスドクが 6 つであり、

大学は宿泊場所及びその他研究に必要な設

備等を提供する。募集は 2011 年 7 月 22

日に終了。

　上記スキームと並行して、“Warwick Inter-

national Pro gramme in the Leadership of 

Higher Edu cation (WIPLM)”に、2 つの日

本人参加枠が設けられた。期間は 2 週間で、

必要経費は University of Warwick と参加者

の所属大学で折半、としている。募集締切

は 2011 年 7 月 31 日。

Situation in Japan: University support:
http://www2.warwick.ac.uk/insite/newsandevents/
intnews2/tsunamijapan/
Summer of Support for Japanese Researchers:
http://www2.warwick.ac.uk/services/international/
japan-support/
Warwick International Programme in the Leadership 
of Higher Education (WIPLM):
http://www2.warwick.ac.uk/international/wiplm

日本科学サポートネットワーク（NSSK）

　東日本大震災に対する国際的な救援活動

を統合するための総合データベース。本デー

タベースを通じて、各研究機関・研究室は

提供可能なポジションや助成金情報を登録

することができ、登録された内容は自由に

検索できるというもの。2011 年 7 月 13

日現在、英国は 2 件登録あり。

日本科学サポートネットワーク
http://www.nipponsciencesupport.net/

University�of�Leeds

　大学本体が、Japan Society の行う募金

活動をサポート。ウェブサイトには、関連

イベントや日本人在学生向けの情報、最新

の震災情報の提供などについて掲載されて

いる。また、24 時間対応の全学共通の連

絡先（電話番号）も設けている。
Japan earthquake and tsunami – support and advice:
http://www.leeds.ac.uk/news/article/1577/japan_
earthquake_and_tsunami__support_and_advice

大和日英基金

　British Council 東 京 と 共 同 で、“Daiwa 

Foundation Tohoku Scholarships”という

プログラムを提供。東北地方の日本人学生

で、英国の教育機関で一定期間学びたい 

学 生 の 支 援 を 目 的 と し て い る。2011、

2012、2013 の各年度に開始する、学部・

大学院・英語コースなどの課程が対象。総

額 £250,000 の予算を採択者に配分。採

択者には学費・滞在費・渡航費が支給される。

締切は 2011 年 8 月 31 日。
Daiwa Foundation Tohoku Scholarships:
http://www.dajf.org.uk/wp-content/uploads/
Daiwa-Foundation-Tohoku-Scholarships-Publicity.pdf

（奥村）

英国内における震災支援

Recent�Activities
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http://www2.warwick.ac.uk/insite/newsandevents/intnews2/tsunamijapan/
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立命館大学英国事務所開所記念シンポジウム

Recent�Activities

　5 月 23 日、School of Oriental and Afri-

can Studies（SOAS）にて、立命館大学英

国事務所開所記念シンポジウムが開催され

た。このイベントは、両大学間の連携体制

発足を記念して企画され、JSPS London も

大学国際化支援の一環として後援した。

Session 1 では、Sir Graham Fry 元駐日英

国大使が、日英関係の戦略的重要性と学術

交流促進の意義をテーマに講演した後、公・

民・学術界から招かれた方々によるパネル

ディスカッションが行われた。Session 2

では、未来における芸術・文化・テクノロジー

の重要性と博物館の役割について、両校の

教授らによる講演及び研究発表がなされた。

Session 3 では、高等教育における英・日・

アフリカの三国間連携の展望に関する林景

一駐英国日本国大使らの講演後、会場も交

えて活発な意見交換が行われた。研究者や

学生に加え、日本やアフリカの公的機関か

らも多数の参加者があり、日英大学間協力

の可能性に寄せられる注目の高さを窺い知

ることができた。今後、この連携体制の更

なる発展を見守りたい。

（奥村） 日本人の素朴な疑問に英国人ぽりーさんが答えてくれます。なにか疑問に感じたら、
①氏名 ②所属 ③住所 ④質問事項を明記のうえ、ニュースレター編集室 

enquire@jsps.org まで、お送りください。質問採用者には粗品を差し上げます。

Sir Graham Fry による開会挨拶

近年、街で話される英語は急速に変化し
ています。特にロンドンでは、英語を母国語とす
る人より英語を母国語としない人と話すことの方
が日常的。これまでは、グラスゴーやコックニー

（ロンドン下町）など、その地域特有の方言や訛り
でその人の出身がわかりましたが、最近では、と
ても流暢に英語を話す外国人が増えており、見抜
くのはたやすいことではありません。
　語学能力に自信をつけたい人は、できるだけネイ
ティブの英語に触れたいという人が多いでしょう。
しかし一方でこういう意見も。外国人同士なら、完
璧な発音と文法を使わないといけないというプレッ
シャーがないから、リラックスした状態で会話がで
き、英語もわかりやすく感じる、というものです。
　ポイントは、私たちが相手とどのようにコミュ
ニケーションをとるかということ。英語は使う人
たちの影響で絶えず進化しているので、何が「ネ
イティブ」かということも時代とともに変わって
いくのではないでしょうか。

ロンドンには移民が多く、街中では様々な訛りの英語を耳に

します。英語がわかりづらいと思ったら実は英国人で、逆に

聞きやすいと思ったらアジア系移民・・・ということがよく

あると聞きましたが、この話は本当でしょうか？

英国人よりも
外国人の英語の方が

聞きやすいって本当ですか？

A

Q
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2分でわかる英国高等教育の今後【1/2】

Introduction

　英国の高等教育は大きな変革の時を迎え

ている。昨年 10 月、政府が、2014 - 15

年度までの今後 4 年間の「包括的歳出見直

し：Comprehensive Spending Review」を

発表。これにより、高等教育を所管する

BIS1 の予算は、2011 年度からの 4 年間で

25% の削減目標が設定され、そのうち、

大学への運営費交付金については、段階的

に 40% の削減が見込まれている。

　 こ の よ う な 緊 縮 財 政 の 中、 政 府 は、

2012 - 13 学事年度 2 からの大学及びカ

レッジ（以下「大学等」という。）における

年間授業料について、これまで £3,290（約

43 万円 3）であった上限を、£6,000（約

78 万円）から £9,000（約 117 万円）の

範囲内に引き上げる方針を発表。1998 年

までは国内の学士課程学生の授業料を原則

無償としてきた英国にとって、本改革は大

きな議論を呼んでいる。

　また、政府は、本年 6 月に「高等教育白 

書 4」を発表。白書には、上記授業料値上

げに関する考え方のほか、大学等における

学生の経験の改善方策や Social Mobility5 の

向上、関連規制の緩和に向けた方針等が盛

り込まれており、高等教育システム改革の

全体像を描いた文書となっている。

　本報告においては、7 月に担当機関より

発表のあった、来年度以降の授業料設定

に関する動向と、6 月に発表された高等教

育白書のポイントを示し、来年度以降の

英国における高等教育の姿を簡単に紹介

したい。

来年度の授業料を取り巻く状況

　7 月 12 日、OFFA6 は、高等教育機関 123

校及びカレッジ 16 校（計 139 校）の“Ac-

cess Agreement”を承認したと発表した。

　2012 年から £6,000 を超える授業料を

課す大学等は、高等教育への進学機会の拡

大（アクセス拡大）のための方策について

OFFA と 合 意（Access Agreement） を 結

ぶことが義務付けられている。英国には

123の大学と124のカレッジがあり、今回、

全ての大学とカレッジの一部が、Access 

Agreement を締結して £6,000 以上の授業

料を設定することとなる。

（1）アクセス拡大に年間£6億（約 780

億円）の資金投入

　発表によると、£6,000 を超える授業料

を課す大学等は、アクセス拡大を目的とし

た活動のため、2011 学事年度に年間 £4

億 700 万、2015 学事年度までに年間 £6

億 200 万の資金を投入することが合意され

ている。なお、新設の奨学金制度“The Na-

tional Scholarship Programme（NSP）”の

政府支出額をこれに加えると、アクセス拡

大のための支出は年間 £7 億 3,800 万に上

ることとなる。

　アクセス拡大を目的とした活動とは、貧

困層の出身など不利な境遇にある学生に対

して大学等に進学する機会を増やしていく

取組であり、例えば、サマースクールの開講、

初等中等教育機関との連携による生徒の向

上心や達成度を伸ばす活動、学生に対する

教育相談、多様なアウトリーチ活動などが

挙げられる。

　上述した £6 億 200 万の内訳は以下のと

おり。

❖ £4 億 1,400 万：財政的支援（授業料免

除額 £6,900 万を含む）

❖ £1 億 600 万：アウトリーチ活動

❖ £8,200 万：学生のドロップアウト防止

や達成度向上を目的とした活動

（2）授業料の設定状況

　同発表において、OFFA は、大学等にお

ける 2012 学事年度の授業料に関して以下

のような分析を行っている。

❖ 平均授業料：£8,393

❖ 上記から授業料免除分を加味した場合の

平均授業料：£8,161

❖ 上記から NSP や大学等から学生への経

済的支援額を加味した場合の平均授業

料：£7,793

❖ 全てのコースで £9,000 を徴収する高

等教育機関 : わずか 7％

❖ 大学等からの経済的支援を受けずに

£9,000 の授業料を課される学生数：全

体の半分未満

【OFFA のプレス発表】
http://www.offa.org.uk/press-releases/universities-
and-colleges-to-increase-their-spending-on-access-
to-600-million-a-year/

高等教育白書“Students�at�the�
Heart�of�the�System”

　6月28日、BIS は、高等教育白書“Stu - 

 dents at the Heart of the System”を発表

した。政府は、本白書に基づく高等教育改

革を進めることによって、財政的に持続可

能な高等教育の構築や大学等における学生

の経験の改善、Social Mobility の向上等に

挑戦していくことを表明している。白書は

4 つの領域で構成されており、各領域の要

点を以下に示す。

（1）財政改革（授業料値上げと学生ローン

の充実）

● 戦後最大の財政赤字を抱える政府は、公

的支出の削減を迫られている。高等教育

分野では、授業料の値上げによって学生

の負担が増えることになるが、初めて学

士課程を受講するフルタイムの学生に

は、授業料の前払いを必要とせず生活費16

英国学術調査報告

Point
•�2012年からの平均授業料、£8,000以上

•�入学定員管理の緩和により、85,000人の追加入学枠を設定
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2分でわかる英国高等教育の今後【2/2】

もカバーする額のローンを提供し、また、

卒業後の収入が年間 £21,000（約 273

万円）に達した時点から月給の一部を返

済してもらう“pay as you earn”制度

を設ける。

● 同制度によると、2014 - 15 学事年度

における財政支出は約 10% 増加するこ

とが見込まれるが、ローンで賄われた部

分は卒業生の返済でいずれ埋め合わされ

ることとなる。

（2）大学等における学生の経験改善

● 個々の高等教育機関に対する厳密な入学

定員管理を緩和することで、人気の高い

大学等の成長が促進されるとともに、全

大学等が生き残りをかけ、学生により 

良い経験（教育・評価・フィードバッ 

ク・就職支援等）を提供していかなけれ

ばならなくなる。具体的な内容は以下の

とおり。

❖ 2012 - 13 学事年度において、全体

で 85,000 人の競争的な追加入学枠

を設ける。

‐ 大学は、入学試験（A-Level）にお

いて AAB 以上を獲得した成績優秀

者約 65,000 人を自由に入学させ

ることができる。

‐ 年間授業料を £7,500 以下に設定

し、その価値に見合った質を有す

るとされた大学等は、約 20,000

人までの学生を追加入学させるこ

とが可能となる。

❖ 政府資金に頼らない、企業やチャリ

ティ団体からの奨学金によって賄わ

れる学生は、定員管理の枠外とする

ことができる。

● カレッジをはじめとする大学以外の多様

な高等教育機関に対する法的規制を緩和

し、学生の選択肢の多様化を図ることに

より、高等教育機関による質の高い教育

への注力等につなげていく。

● 各機関で得られる資格や卒業生の就職・

収入状況等に関する情報をコース毎にき

め細かく提供するよう、UCAS7 や各高

等教育機関に促していく。

（3）Social�Mobility の促進

● OFFA の独立性を保ちつつ、その機能強

化を図る。OFFA は、高等教育機関によ

る“Access Agreement”の実施状況を

モニタリングし、毎年見直しを行う。

● 最貧の学生にも高等教育を受ける機会を

拡 げ る た め、2012 年 か ら“National 

Scholarship Programme（NSP）” を 開

始し、£1 億 5,000 万を投じる。

● 貧しい境遇の学生や、入学試験で事前に

示された成績期待値よりも優れた結果を

出した学生を支援するための新たな入学

シ ス テ ム“Post-Qualification Applica-

tions (PQA)”の導入について、UCAS

による入学プロセスに関する見直しの結

果を待って更なる検討を行う。

（4）高等教育新規参入機関に対する規制の

緩和

● イギリスの高等教育制度への新規参入を

望む全ての機関に対する単一かつ明確な

規制の枠組みについて検討を行う。例え

ば、学位授与権の取得と更新に関する基

準の見直しを行い、仕組を単純化する。

また、「大学」と称する基準に関して検

討を行い、外部機関が授与する学位のた

めに教育を提供したり、試験だけを実施

したりするような小規模機関の参入を容

易にする。さらに、学位授与に対する外

部評価を促進するため、教育母体から学

位授与権を分離させる。

【BIS のプレス発表と白書全文】
http://www.bis.gov.uk/news/topstories/2011/Jun/
he-white-paper-students-at-the-heart-of-the-system

（高橋）

Anti-cuts march　2011 年 3 月 27 日 Russell Square にて

1 Department for Business Innovation and Skills：
ビジネス・イノベーション・技能省。

2 英国の学事年度は 9 月から開始。
3 £1=130 円として換算。以下同様。
4 英国における「白書」とは、特定のテーマにおけ

る政府の今後の方針を詳細に示した文書。法案の
土台となることが多く、議会に法案として公式に
提出される前のフィードバックを得る用途として
も活用。

5 階級移動能力。2011 年 4 月、Nick Clegg 副首相が、
連立政権としての「Social Mobility 戦略」を発表。
当該戦略は、全ての人が境遇に関わりなく可能性
を伸ばせるような公平な機会を保証することを狙
いとしており、大学進学も含め、人生の各段階で
見られる機会の不平等性の払拭に取り組んでいく
こととしている。

6 Office for Fair Access：高等教育への公平なアクセ
スを保護・促進する役割を担う非政府公的機関。
高額授業料の設定を望む英国の大学・カレッジは、
OFFA と“Access Agreement”を締結する必要が
あり、OFFA はその承認と監視を行う。

7 Universities & Colleges Admissions Service：高等
教育機関へ進学する際に出願に関する処理を行う
機関。進学希望者や高等教育関係者への情報提供
などのサービスも行う。

英国学術調査報告

17

http://www.bis.gov.uk/news/topstories/2011/Jun/he-white-paper-students-at-the-heart-of-the-system


　このページでは、JSPS東京本部及び

JSPS Londonにて実施する国際交流事

業やイベントなどを紹介します。なお、各事

業の詳細は各事業ウェブサイトをご覧くだ

さい。

◆JSPS東京本部にて募集中の国際交流事業

①【NEW】研究拠点形成事業

受付期間：2011年9月9日（金）～10月7日（金）

詳しくはこちら

　我が国と相手国の研究拠点機関同士の

研究交流を支援する事業で、全世界を対象

とした「A.先端拠点形成型」及びアジア・ア

フリカ諸国を対象とした「B.アジア・アフリ

カ学術基盤形成型」の2種類を募集。

A.先端拠点形成型

採用期間：2012年4月開始　最長5年間

（2012年4月～2017年3月）

支給額：1課題あたり年額2,000万円以内

※相手国内の拠点機関は、英国学術振興機

関等からのマッチングファンド要

申請方法：日本側はJSPS、相手国側は英国

学術振興機関等にそれぞれ申請。

採用予定件数：10件程度

担当：国際事業部研究協力第二課

core-to-core@jsps.go.jp

②二国間交流事業　共同研究・セミナー

募集締切：2011年9月12日（月）

詳しくはこちら

　個々の研究者交流を発展させた二国間

研究チームのネットワーク形成を目指し、

他国の研究者と行う共同研究・セミナーの

実施経費を支援するもの。英国とは、Royal 

Society及びESRCとの2事業を募集。

〈Royal Society との共同研究〉

支援期間：1年以上2年以内

（2012年4月1日から2013年3月31日

までの間に開始されること）

支給額：各年度250万円以内、かつ全研究

期間で総額500万円以内

対象分野：自然科学

申請方法：日本側はJSPS、相手国側はRoy-

al Societyにそれぞれ申請。

※JSPSはRoyal Societyとの合同審査を行

っていないため、双方に申請書が提出され

ても一方のみが採用される場合がありま

す。また、JSPSは英国側研究者の共同研究

費の出所をRoyal Society に限定しており

ません。

採用予定件数：10件

※Royal Societyへの申請について

事業名称：International Exchanges Scheme

申請期間：2011年7月18日～2011年

10月17日

連絡先：International Joint Projects with 

Japan, Grant Section

international.jointprojects@royalsociety.org

支援期間・金額等の詳細はこちら

 

〈ESRCとのセミナー〉

支援（実施）期間：1週間以内

（2012年4月1日から2013年3月31日

までの間に開催されること）

支給額：総額250万円以内

対象分野：社会科学

申請方法：日本側はJSPS、相手国側は

ESRCにそれぞれ申請。

採用予定件数：2件

※日本・英国で各1回（計2回）、またはいず

れかの国で1回の開催が可能。

※ESRCへの申請について

事業名称：ESRC-JSPS collaborative 

seminars

支給額：総額£15,000以内

申請期間：2011年9月13日16時

（英国時間）

連絡先：International Team

international@esrc.ac.uk

支援内容の詳細はこちら

担当：国際事業部研究協力第一課

nikokukan@jsps.go.jp

③多国間国際研究協力事業 

予備申請締切：2011年9月30日（金）

本申請受付開始：2011年11月21日（月）

本申請締切：2012年1月27日（金）

詳しくはこちら

　日本、カナダ、フランス、ドイツ、ロシア、イ

ギリス、アメリカの7カ国により実施される

多国間の国際研究協力事業。グローバルな

課題に対して3カ国以上の研究者からなる

コンソーシアムの活動による優れた多国間

共同研究を支援することを目指す。

〈日本側研究代表者申請概要〉

採用期間：2012年4月開始　最長5年間

（2012年4月～2017年3月）

支給額： 1,500万円以内／年／件

（事務委託手数料（10%以内）を含む）

対象分野：人文・社会科学及び自然科学

採用予定件数：5件程度（ただし、日本の研

究者による研究プロジェクト。全学術振興

機関で併せて8～10の研究コンソーシアム

を採択予定）

担当：国際事業部研究協力第一課

bottom-up@jsps.go.jp
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http://www.jsps.go.jp/j-c2c/boshuu_youkou.html
http://www.jsps.go.jp/j-bilat/semina/shinsei_bosyu.html
http://royalsociety.org/grants/schemes/international-exchanges/
http://www.esrc.ac.uk/funding-and-guidance/funding-opportunities/13952/latest-opportunity-10.aspx
http://www.jsps.go.jp/j-bottom/02_b_sinsei.html


◆ JSPS London 日英シンポジウム開催

スキーム【募集開始】

募集締切：2011年10月31日（月）17:30必着

詳しくはこちら

　在英日本人研究者によって組織的なレベ

ルでコーディネートされる質の高い日英共

同シンポジウムに対して、JSPS Londonが

支援を行っているもの。今回より、過去に当

スキームで採択された研究者を対象に、継

続して日英間のシンポジウムまたは小規模

のセミナー開催支援を目的とする、「フェー

ズ２」を設けた。

募集分野：全分野

申請資格：英国の大学等研究機関に在籍す

る日本人研究者

※他のJSPS事業（ESRCとのセミナーなど）

からの支援を受けているシンポジウムは申

請できない。

支援内容：

①日本からの招待講演者（5名を上限とす

る）にかかる渡航費、日当、宿泊費 （英国内

の交通費は支給できません）

②開催経費　£2,000以内

採用期間：1～3日程度

（2012年6月から2013年2月までの間に

開催されること）

採用予定件数：1, 2件

申請方法：以下の4点を下記宛先まで郵送

により提出

①申請書（ウェブサイトよりダウンロード可）

②申請者及び共同開催者の略歴

③日本からの招待講演者の略歴（当スキー

ムにより旅費が支給される者に限る）

④申請者の所属機関等からのサポートレター

　

※フェーズ2について

以前に当スキームで採択された在英日本

人研究者が対象。日本側カウンターパート

との関係構築が前回のシンポジウムから進

展していることが求められます。支援内容

は通常のスキームと同様ですが、申請書は

フェーズ2のものをお使いください。

◆JSPS Londonイベント情報

〈シンポジウム〉

　2011年8月18～19日にCardiff Uni-

versityで日英シンポジウム開催スキームに

採択された “The Cornea & Tissue Engi-

neering”が開催される予定。プログラムは

こちら

　今後のシンポジウム開催予定は以下のとお

り。最新情報はウェブサイトに順次掲載予定。

・2012年1月5～6日 Manchester University

・2012年2月10～11日 Cambridge University 

※過去のシンポジウム一覧はこちら

〈JSPS事業説明会〉

　JSPS Londonでは、定期的に英国内の

大学等に対し、JSPSが実施する事業を紹介

する場を設けている。

　今後の開催予定は以下のとおり。最新情

報はウェブサイトに順次掲載予定。

・2011年9月30日（金）Aston University 

・ 2011年10月11日（火）London Univer-

sity of Tropical Medicine and Hygeine 

・2011年10月18日（火）University of Sussex 

※過去の実施状況はこちら

※所属の機関にてJSPS事業説明会をご希

望の場合は、enquire@jsps.orgまでご連絡

ください。

◆JSPS各種情報を定期的にお届けします！

・在英日本人研究者　登録システム

　詳しくはこちら

　JSPS Londonが開催するイベントの案

内やニュースレターなどを、在英日本人研

究者の方でご希望の方に送信しています。

情報提供を希望される方は、上記URLより

ご登録ください。なお、対象となるのは、英

国の大学・研究機関に所属する研究者（ポス

ドク・大学院生含む）、及び在英日系企業研

究所の研究者です。

・JSPS Monthly（学振便り）

　詳しくはこちら

　JSPSの公募案内や活動報告などを、毎月

第1月曜日にお届けするサービスです（購

読無料）。情報提供を希望される方は、上記

URLよりご登録ください。

・留日情報登録データベース

　詳しくはこちら　

　日本への留学・滞在研究の経験を持つ海

外研究者との国際的な研究協力に関心を

持つ日本人研究者等の情報を集めたデー

タベース。海外の同僚とのネットワークの維

持や、新たな共同研究のパートナーの発見

の機会を提供することで、日本と海外との

長年の研究支援により培われた人的ネット

ワークの維持と強化に貢献することを目的

としています。登録を希望される方は、上記

URLよりご登録ください。19
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過去のシンポジウムより
（2011年2月10日、UCLにて）

http://www.jsps.org/institute/fr_symposium20100601.html
http://www.jsps.org/event/documents/SymposiumProgramme.pdf
http://www.jsps.org/event/index.html
http://www.jsps.org/event/presentation.html
https://www.jsps.org/members/?page=regist
http://www.jsps.go.jp/j-mailmagazine/index.html
http://www.jsps.go.jp/j-affiliated/index.html


　この4月にロンドンに赴任し、当ニュースレターの編集を任されることになりまし

た。ロンドンセンターには何が求められているのか。その視点のもと、多くの人に、より

深く読んでいただけるような記事構成となるよう、担当なりに工夫しました。今回、特に

大事にしたいと思っているのは「人」です。在英日本人研究者の方々をはじめ、多くの方

が英国を舞台に活躍されています。その人々の生き生きと輝く姿、そしてその経験を多

くの人に伝えたい－その思いから立ちあがった企画の一つが「JSPS London Inter-

view」です。今回は元副センター長の松永氏にお越しいただきました。インタビューの

中で、当時実現できなかったことが十数年の時を経て現実のものとなっている、という

お話があり、過去の積み重ねで現在が作られているということを、改めて実感する内容

のものでした。先輩の経験談は、何にも代えがたい財産となる。そのような経験をお持

ちの方も多いのではないでしょうか。この「財産」を、当ニュースレターを通じて皆様方

にお届けすることができましたら幸甚です。　　　　　　　　　　　　　　　（加賀）
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終えて

20




